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厚
労
省
は
４
月
１
日
か
ら

材
料
価
格
を
改
定
す
る
。
歯

科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
は
１
㌘
１
２
１
円
引
き

上
げ
、
１
４
０
０
円
に
な

る
。

　

Ｆ
Ｍ
Ｃ
の
大
臼
歯
は
43
点

増
の
９
４
７
点
に
、
小
臼
歯

は
31
点
増
の
８
０
７
点
に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。

　

レ
ジ
ン
前
装
Ｍ
Ｃ
は
38
点

増
の
１
６
１
３
点
に
な
る
。

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
は
１
０

２
点
減
の
１
５
８
２
点
と
な

っ
た
。

　

歯
科
用
貴
金
属
の
材
料
価

格
は
市
場
価
格
の
変
動
幅
が

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
５
％
を

超
え
る
も
の
に
つ
い
て
、
６

カ
月
ご
と
（
４
月
、
10
月
）

に
価
格
を
見
直
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

◇

　

協
会
は
材
料
価
格
改
定
と

診
療
報
酬
改
定
を
反
映
し
た

『
歯
科
点
数
早
見
表
２
０
１

６
年
４
月
版
』
を
３
月
下
旬

に
発
行
す
る
予
定
に
し
て
い

る
。
会
員
に
は
１
冊
無
料
で

届
け
る
。

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は

２
月
17
日
、
税
務
行
政
の
改

善
を
求
め
て
大
阪
国
税
局
と

交
渉
し
、
税
務
調
査
時
に
国

税
通
則
法
に
基
づ
く
「
事
前

通
知
」
11
項
目
を
文
書
で
通

知
す
る
よ
う
強
く
要
請
し

た
。「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を

め
ぐ
っ
て
は
、
局
は
「
単
に

（
個
人
）
番
号
の
記
載
が
な

い
こ
と
の
み
で
（
税
務
）
調

査
を
行
う
こ
と
は
な
い
」
と

回
答
し
た
。
協
会
か
ら
早
田

寿
夫
理
事
と
事
務
局
員
が
参

加
し
た
。

　

交
渉
は
、「
税
務
行
政
の

改
善
を
求
め
る
要
望
書
」

（
全
６
項
目
）
に
沿
っ
て
実

施
し
た
。
税
務
調
査
の
「
事

前
通
知
」
は
電
話
で
行
わ

れ
、
11
項
目
を
納
税
者
が
正

確
に
聞
き
取
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、

一
部
税
務
職
員
が
「
事
前
通

知
」
の
指
定
範
囲
を
逸
脱
し

て
調
査
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
書
面

で
通
知
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

参
加
者
か
ら
、
社
会
通
念

上
も
書
面
通
知
が
常
識
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
納
税
者
の

理
解
と
協
力
を
得
る
上
で
も

重
要
だ
と
指
摘
。
局
は
理
解

を
示
し
つ
つ
も
、
従
来
通
り

電
話
に
よ
り
通
知
す
る
と
い

う
回
答
に
終
始
し
た
。

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
制
度

に
つ
い
て
個
人
番
号
の
記
載

が
な
い
こ
と
を
理
由
に
税
務

調
査
の
対
象
と
し
な
い
こ
と

を
強
く
要
望
。
局
は
「
提
出

書
類
等
を
総
合
的
に
勘
案
す

る
。
単
に
番
号
の
記
載
が
な

い
こ
と
の
み
で
調
査
を
す
る

こ
と
は
な
い
」と
回
答
し
た
。

　

税
務
職
員
が
書
類
を
持
ち

帰
る
「
物
件
の
留
め
置
き
」

に
つ
い
て
は
、
参
加
協
会
か

ら
実
地
調
査
の
中
で
起
き
た

事
例
を
報
告
。
税
務
調
査
が

強
権
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、「
本
来
の
手
続
き

を
逸
脱
し
て
い
る
」
と
追
及

し
、
局
は
「
上
に
報
告
し
た

い
」
と
回
答
し
た
。

　

結
び
に
、早
田
氏
が「
税
務

当
局
と
率
直
な
や
り
と
り
が

で
き
る
こ
の
場
は
貴
重
で
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

い
う
機
会
を
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
意

義
あ
る
時
間
と
な
っ
た
。

 

（
住
吉
区
・
早
田
寿
夫
）

税
理
士
・
社
労
士
団
の
堀
口

正
二
社
労
士
の
講
演
に
続
い

て
、
冨
本
昌
之
経
税
部
長
の

進
行
で
「
少
人
数
の
診
療
所

で
、
新
規
採
用
の
職
員
か
ら

有
給
休
暇
に
つ
い
て
尋
ね
ら

れ
た
が
、
ど
う
対
応
す
れ
ば

よ
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

を
出
し
合
っ
た
。

　

参
加
者
は
開
業
３
週
間
目

の
ル
ー
キ
ー
か
ら
19
年
目
の

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
疑
問
や
苦
労
話
、

　

経
税
部
は
２
月
20
日
、
保

険
医
会
館
で
「
雇
用
の
お
悩

み
徹
底
討
論
〜
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
と
社
労
士
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処

法
を
学
ぶ
」
と
題
し
て
雇
用

管
理
対
策
講
習
会
を
開
い

た
。

　

雇
用
管
理
対
策
シ
リ
ー
ズ

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
初

め
て
の
試
み
と
し
て
少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
Ｇ

Ｗ
）
形
式
を
採
っ
た
。
協
会

「
私
な
ら
こ
う
す
る
」

と
い
っ
た
経
験
談
な

ど
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ら
で
は
の
〝
裏
技

的
〞
な
方
法
ま
で
飛

び
出
し
た
。
予
定
の

90
分
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
最
後
は

堀
口
氏
の
講
評
で
締

め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
た
い
へ
ん
面
白
か

っ
た
。
ま
た
、
こ
う

　

２
月
25
日
の
国
会
行
動
の

要
請
議
員
は
次
の
通
り
。

衆
院
【
面
談
】〈
自
民
〉
神

谷
昇
〈
共
産
〉
清
水
忠
史

【
秘
書
対
応
】〈
自
民
〉
岡

下
昌
平
、
谷
川
と
む
、
佐
藤

ゆ
か
り
、
竹
本
直
一
、〈
公

明
〉
伊
佐
進
一
、〈
民
主
〉

平
野
博
文
、
辻
元
清
美
、

〈
お
維
〉
浦
野
靖
人
、
馬
場

伸
幸
、
丸
山
穂
高
、
伊
東
信

久
、〈
共
産
〉
宮
本
岳
志

参
院
【
秘
書
対
応
】〈
自

民
〉
柳
本
卓
治
、〈
共
産
〉

辰
巳
孝
太
郎
、
山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

訂
正　

３
月
５
日
付
２
面

「
第
11
回
理
事
会
」
の
記
事

の
４
段
目
、「
第
52
回
総
務

会
」
を
「
第
52
回
評
議
員

会
」
に
訂
正
し
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
日
本
や
日
本

と
密
接
な
他
国
に
対
し
て
武

力
攻
撃
が
発
生
し
、
国
民
の

生
命
や
幸
福
追
求
の
権
利
が

根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
よ
う
な

明
白
な
危
険
が
あ
る
場
合
を

「
存
立
危
機
事
態
」
と
し
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可

能
と
し
た
。
武
力
行
使
は
、

「
新
３
要
件
」（
表
）
で
、

厳
格
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と

す
る
が
、
そ
の
あ
い
ま
い
さ

と
無
限
定
さ
は
、「
新
３
要

件
」
が
歯
止
め
に
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

「
新
３
要
件
」
に
記
さ
れ

た
「
他
国
へ
の
武
力
行
使
」

に
つ
い
て
日
本
が
自
主
的
に

判
断
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は

な
い
。
横
畠
法
制
局
長
官
が

「
我
が
国
が
他
国
に
対
す
る

武
力
攻
撃
の
発
生
を
認
定
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
上

難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と

語
る
よ
う
に
、
結
局
は
要
請

国
か
ら
の
情
報
に
頼
ら
ざ
る

の
関
係
で
、
必
要
最
小
限
と

い
う
の
は
一
体
な
ん
な
ん
だ

ろ
う
」
と
参
考
人
質
疑
で
指

摘
し
た
。

　

米
国
は
、
戦
後
、
国
連
憲

章
と
国
際
法
を
踏
み
に
じ
っ

て
多
く
の
先
制
攻
撃
戦
争
を

行
っ
て
き
た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵

略
（
83
年
）、
リ
ビ
ア
爆
撃

（
86
年
）、
パ
ナ
マ
侵
略

（
89
年
）
で
は
国
連
が
国
際

法
違
反
と
批
判
す
る
決
議
を

採
択
。
日
本
政
府
は
全
て
に

反
対
・
棄
権
し
た
。
米
国
追

従
の
日
本
政
府
が
米
国
の
違

法
な
戦
争
に
加
担
す
る
危
険

が
高
ま
る
。

 

（
つ
づ
く
）

を
得
ず
米
国
な
ど
同
盟
国
の

言
い
な
り
に
な
る
危
険
性
が

高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ま
た
、「
明
白
な
危
険
」

で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断

は
、
時
の
政
権
の
裁
量
次
第

で
、
い
く
ら
で
も
広
が
る
恐

れ
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。

　

「
必
要
最
小
限
度
の
実
力

行
使
」
は
ど
う
か
。
阪
田
元

法
制
局
長
官
は
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
が
そ
も
そ
も
外

国
で
の
戦
闘
を
意
味
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
、「
交
戦
権
と

経税部

武力行使新３要件

❶ 日本や密接な関係にある他
国に対する武力攻撃が発生
し、日本の存立が脅かさ
れ、国民の生命、自由、幸
福追求の権利が根底から覆
される明白な危険がある

❷ 日本の存立を全うし、国民
を守るために他に適当な手
段がない

❸ 必要最小限度の実力行使に
とどまる

２
・
25
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

事
前
通
知
の
文
書
化
を

４
月
改
定

４
月
改
定  

パ
ラ
材
料
告
示

パ
ラ
材
料
告
示

雇
用
の
悩
み

Ｇ
Ｗ
で
討
論

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
が
大
阪
国
税
局
と
交
渉

金
パ
ラ
１
㌘
１
２
１
円
引
き
上
げ

金パラ関連点数 旧点数 新点数 増減

インレー単純
前・小臼 295 305 ＋10

大 臼 344 358 ＋14

インレー複雑
前・小臼 492 512 ＋20

大 臼 568 595 ＋27

４分の３冠 前 627 651 ＋24

５分の４冠
小 　 臼 567 591 ＋24

大 臼 668 702 ＋34

FMC
小 臼 776 807 ＋31

大 臼 904 947 ＋43

レジン前装MC 前 1,575 1,613 ＋38

ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

鋳　造
小 臼 824 861 ＋37

大 臼 952 1,001 ＋49

金属裏装
前 965 985 ＋20

小 臼 1,019 1,044 ＋25

レジン前装 前 1,491 1,521 ＋30

双子鉤
大大・大小 648 694 ＋46

犬小・小小 558 595 ＋37

二腕鉤
（レスト付）

大 臼 500 533 ＋33

犬歯・小臼 463 493 ＋30

前 445 473 ＋28

コンビネーション鉤

大 臼 406 425 ＋19

犬歯・小臼 387 405 ＋18

前 378 395 ＋17

鋳造バー 1,102 1,171 ＋69

非
金
属
冠

硬質レジン
ジャケット冠

加熱重合 758 776 ＋18

光 重 合 969 964 －5

CAD／CAM冠 1,684 1,582 －102

新
３
要
件 

歯
止
め
き
か
ず

20002000万署名万署名でで

戦争法戦争法
廃止廃止へへ❹❹

歯冠修復・欠損補綴関連の主な点数

雇用の悩みをGWで討論した講習会
＝２月20日、保険医会館 　　　　

税務調査


